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海底鉱物資源混合揚収に向けたパルプリフト方式の基礎的検討

菅原 弘貴 1), 下村 光毅 2), 中谷 直樹 2), 山崎 哲生 2), 片山 裕之 1), 熊谷 隆宏 1)

Hiroki Sugahara 1), Koki Shimomura 2), Naoki Nakatani 2), Tetsuo Yamazaki 2), Hiroyuki Katayama 1) and Takahiro Kumagai 1)

Fundamental Study of Pulp Lift Method for Mixed Lifting of Submarine Mineral 
Resources

要  旨
　日本のEEZ内にある南鳥島周辺の海底付近には、レアアー
ス泥やマンガン団塊が存在する。その揚収手法の一つとし
て、パルプリフト方式が検討されている。パルプリフト方式
とは、レアアース泥と海水を混合した高粘度の作動流体を
用いてマンガン団塊を輸送する方式である。この方法を実
現するためには、様々な条件下での海底資源の揚収量を推
定することが不可欠である。しかし、作動流体の粘性特性
は不明であり、確実な揚収量推定は困難であった。本研究
では、パルプリフトシステムの作動流体の粘性特性を実験
により明らかにし、揚収量を推定するためのシミュレーショ
ンモデルを構築した。 図 -9　揚鉱時の鉛直部圧力損失

図 -12　揚鉱量推定結果図 -5　実験設備・計測器設置状況

＊土木学会論文集 , Vol.79, No.18, 2023,
土木学会 , 23-18091

1）
2）

技術研究所  土木技術開発部
大阪公立大学大学院  工学研究科

目
　次

ご
あ
い
さ
つ

特
　集

論
文
抄
録

論
文
実
績
一
覧

19論文抄録

No.14

図 -12　数値解析による泥水濃度分布と流速ベクトル図

要  旨

泥水海中排出時の汚濁拡散に関する基礎的検討

Fundamental Study on Pollution Diffusion During Seabed Discharge of Muddy 
Water
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　表層型メタンハイドレート（MH）の採掘計画では、海水
と共に掘削したMHと泥を船上で揚収し、船上のガス化処
理設備にてメタンガスのみ回収後、不要な海水と泥を掘削
跡窪地へ海中排出することを計画している。この際、周辺環
境への濁りの影響の把握や、窪地への効率的な排出方法が
重要な課題となる。
　本研究では、不要泥水の海中排出時の濁り把握のため、

模擬深海泥を用いた泥水投入試験を実施して泥水排出時
の沈降特性の把握を行った。その結果、泥水投入初期は密
度流的であるが、全体的には移流拡散挙動が支配的である
こと、濁度の広がりは海底着水後の泥水運動が水平方向に
転化し、水槽壁に衝突後の上向き乱れによって広がること
がわかった。また3次元流動モデルによる数値解析により
投入泥水の初期挙動を定性的に表現できた。

図 -8　泥水投入状況
（Case4-2：水槽正面からの画像）

図 -7　泥水投入状況
（Case4-1：水槽正面からの画像）
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